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凍
洋
史
碑
話
會

五
代
沙
陀
奮
俗
考

大
會
講
演
概
要
～

　
　
　

武
人
。
君
臣
ふ
不
知
腔
。
動
多
此
類
ご

　

と
兄
え
る
記
事
を
探

ｊ
’

　
　

、
り
上
げ
・
明
宗
と
寝
彦
虜
と
の
間
の
箭
の
贈
答
が
果
し
て
如
何

　

…
…
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
綱

　

崎

　

。
精
’
‐
郎

　
　

～
な
る
意
味
の
も
９
か
を
放
穴
。
此
事
憾
、
隙
氏
の
考
｀
だ
如
Ｌ

　

五
代
諸
國
に
於
５
て
、
砂
陪
出
身
の
。
人
々
が
屋
夕
支
配
階
級

　

傅
箭
の
風
習
に
出
づ
る
も
作
で
は
な
く
ヽ
箭
９
も
つ
祁
聖
性
乃

の
地
位
ｔ
獲
榛
し
た
の
は
著
名
な
事
噴
で
お
る
が
、
今
回
は
、

　
　

至
呪
術
的
力
に
負
ふ
も
０
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
試
案
を
提
雌

之
等
の
人
々
に
吟
い
て
そ
の
薙
ぎ
習
俗
が
如
何
に
維
１
　
せ
ら
れ

　

’
し
た
・
五
代
時
代
に
於
い
７
も
華
化
収
叉
も
や
繰
返
さ
れ
ね
ば

て
ゐ
た
か
と
い
ふ
こ
と
の
瞥
見
を
試
み
心
１
　
特
に
、
代
北
沙
陀
’
た
ら
た
か
っ
た
が
ヽ
併
し
ト
ル
Ｊ
醐
身
の
武
聘
の
間
に
ぼ
、
先

三
部
落
の
搦
身
た
る
後
唐
Ｑ
明
宗
を
探
り
上
げ
、
天
成
二
年
六

　
　

の
明
宗
以
外
に
も
独
薔
俗
の
維
持
せ
ら
る
ゝ
も
の
ゝ
あ
っ
た
こ

几
明
宗
が
白
司
馬
肢
に
幸
し
て
突
朕
８
　
を
祀
っ
た
こ
と
（
薔
ご

　

と
は
見
扉
す
ぺ
Ｊ
そ
は
な
い
。
薙
俗
が
武
人
。
の
生
活
に
於
い
て

五
代
凌
巻
三
十
八
明
宗
紀
・
五
代
史
記
窒
ハ
唐
本
紀
）
が
、
・
た
ゞ
に
明
・

　

見
ら
れ
る
こ
’
と
は
、
０
　
－
５
て
山
ぜ
活
環
境
の
問
題
に
及
ぶ
の
で

宗
個
人
の
武
運
長
久
の
篤
り
所
願
た
り
し
の
み
で
な
く
、
よ
’
つ
’
あ
る
ｏ

て
以
て
配
1
5
　
〇
ト
ル
’
出
身
の
諸
将
に
政
治
的
に
働
き
か
け
ん

と
し
た
り
宕
ｔ
な
い
か
、
部
族
意
識
心
彊
化
・
１
　
詰
力
促
進

　
　
　

北
宋
朝
に
於
け
る
館
官
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

！
Ｆ

　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｌ

　

の
意
圖
を
蔵
す
る
も
０
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
の
推
測
を
下
し

　

。
－

　
　
　
　

。

　
　
　
　
　

・

　
　
　

い

　
　

‐
噺

　
　

噴

　

た
。
次
に
、
五
代
史
記
巻
四
十
六
常
彦
威
信
に
、
「
彦
旅
徒
鋲
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　
　
　
　

に
刀

　
　
　
　

ｐ
が

　
　

１

　

♂

　
　
　

｀
９

　
　
　
　
　
　
　
　

－
！

　
　
　
　
　
　
　

゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　

Ｉ

盧
。
朱
守
殷
反
。
伏
誄
。
彦
威
遣
使
者
。
馳
騎
・
畝
雨
箭
篤
い

　

ゼ
宋
の
施
政
方
針
は
、
前
代
以
来
Ｉ
武
断
政
治
を
排
し
ヽ
文

　

Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ

　
　
　
　
　
　

４

賀
・
明
宗
賜
廟
箭
ｏ
以
報
之
・
夷
秋
之
待
｀
叛
号
令
衆
以
寡

　
　

人
を
基
礎
と
し
た
強
固
な
る
中
央
集
朧
ｏ
賓
を
阜
ぐ
る
と
云
ふ

’
｀
箭
焉
銃
令
・
゜
然
弗
下
得
施
於
上
也
・
明
宗
本
出
夷
然
・
而
彦
威

　
　

把
あ
っ
た
事
は
緋
説
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
’
斯
る
嶮
策
社
・
金
売
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一
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

♂

　
　
　

Ｊ

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ

　
　
　
　

一

　
　

゛

　
　

Ｊ

附
じ
く
、
そ
の
對
冊
官
政
策
０
　
上
に
も
明
瞭
に
反
映
し
て
居
る
。

例
へ
ば
そ
の
編
制
０
上
か
ら
眺
め
て
み
る
と
／
中
央
冊
官
と
し

で
は
、
伶
節
制
に
依
る
桁
官
£
各
々
東
郷
二
京
に
配
し
、
地
方

に
は
原
則
と
し
て
、
在
米
見
受
け
ら
れ
た
地
方
系
僧
官
は
設
け

ら
れ
ず
、
こ
れ
に
代
っ
て
名
賓
共
に
南
方
系
僧
官
勿
内
容
を
有

す
る
僧
正
（
江
浙
地
方
の
借
判
、
・
僣
監
。
。
‐
骨
節
も
含
む
）
へ
と

蔽
‘
理
統
一
さ

れ
て
来
た
や
う
で
あ
る
。
（
但
し
四
川
の
み
は
借

統
め
遺
制
あ
り
）
而
し
て
こ
れ
ら
伶
官
は
、
中
央
の
そ
れ
は
開

封
府
（
功
徳
使
、
鴻
臓
寺
）
、
地
方
は
祠
部
に
各
名
隷
湯
せ
し
め

ら
れ
、
そ
の
任
命
方
法
も
前
代
屡
々
兄
受
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
Ｏ

孤
立
的
勢
力
に
依
る
事
を
排
し
、
前
者
は
科
阜
制
．
後
者
は
そ

の
長
竹
に
依
る
推
阜
制
（
時
に
は
試
験
制
旨
あ
り
）
を
以
つ
て

こ
口
‐
や
う
な
宋
斡
の
ぽ
策
は
阿
蜜
的
方
針
０
一
反
映
で
は
お
っ

た
の
で
あ
る
が
、
然
し
こ
れ
に
依
っ
て
佛
敦
は
そ
れ
自
健
の
有

っ
性
格
を
全
く
無
脱
せ
ら
れ
、
恢
令
出
家
者
な
わ
’
と
も
、
‘
國
家

成
員
の
一
部
と
看
倣
さ
る
Ｘ
に
至
っ
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ

‘
る
。
そ
の
勘
或
は
宋
の
佛
教
は
國
家
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ

　

っ
た
か
も
分
ら
な
い
。
然
し
そ
れ
と
共
に
そ
れ
は
何
等
特
色
の

な
い
も
０
、
町
市
内
面
的
に
生
気
０
存
し
な
い
も
の
へ
と
愛
縛

し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
と
兄
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

回
回
館
詳
語
と
其
の
國
際
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副

　

坂

　

興

　

廼

し
た
０
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
謂
ふ
ま
で
も
な
く
新
官
相
互
間
の

　
　
　

華
夷
詳
語
の
Ｉ
た
る
回
回
館
謬
語
は
、
語
彙
と
来
文
と
を
有

勢
力
の
結
合
を
防
ぎ
、
そ
の
總
て
を
完
全
に
國
槌
の
下
に
隷
砿

　
　

す
る
外
國
文
字
を
併
記
さ
れ
た
系
統
の
も
の
と
、
語
彙
の
み
で

せ
し
め
ん
と
し
た
事
を
意
味
す
る
毛
の
で
あ
る
。
従
っ
て
斯
る

　
　

来
文
を
有
せ
す
、
七
か
も
外
國
文
字
を
全
然
含
ま
ぬ
系
統
の
も

場
合
に
は
そ
の
戦
艦
も
自
ら
極
限
さ
れ
る
わ
け
で
あ
っ
て
‘
、
卯

　
　

の
と
の
二
種
か
お
る
。
前
者
に
尨
す
る
ｉ
占
左
し
て
は
、
伯
林

ち
偕
官
狽
自
の
微
力
行
使
は
仝
く
ぼ
め
ら
れ
す
ヽ
寧
ろ
輦
な
る
”
‘
國
立
圖
書
館
所
辰
砂
本
・
東
洋
文
庫
所
蔵
明
鈴
本
・
巴
里
國
民

事
務
的
官
吏
と
し
て
國
級
の
ご
般
寺
院
に
對
す
る
仲
憐
的
役
訃

を
演
ず
る
に
留
ま
っ
て
若
た
・
こ
ゝ
忙
於
い
て
は
常
然
従
前
に

見
る
檜
統
系
檜
官
、
兼
有
粂
缶
タ
ぢ
蕩
皿
堤
は
れ
７
は
来
な
い
。

圖
書
館
所
職
清
妙
本
・
英
國
剣
橋
大
學
即
書
営
所
蔵
本
（
こ
れ

は
語
彙
の
み
）

　

ｙ
巴
里
ア
ジ
や
協
會
所
職
前
康
煕
年
間
砂
本
『
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』

　
　
　
　
　
　
　

ゝ

　
　
　

ｆ

上
）
．
大
黄
博
物
館
所
絨
木
（
同
占
・
内
服
文
庫
斯
練
餌
敏
同

－32



お

文
表
串
０
　
回
回
館
表
文
（
こ
れ
は
末
文
の
み
）
が
あ
る
。
（
廣
車
駐

在
ｐ
伊
大
利
領
（
ｊ
ｕ
i
ｓ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
　
Ｒ
ｏ
ｓ
事
氏
所
蔵
の
も
の
・
も
こ
の
系

統
に
瘍
す
る
か
と
思
ふ
。
）

　

後
者
に
属
す
る
も
の
に
ぱ
、
倫
敦

大
學
所
蔵
妙
本
・
極
印
河
内
の
遠
東
學
院
所
蔵
鈴
本
・
静
嘉
堂

文
庫
所
蔵
紗
本
・
’
徳
島
市
何
破
咽
文
庫
所
蔵
鈴
本
及
び
故
稽
葉

博
士
所
蔵
鈴
本
０
五
種
が
あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、
稽
葉
氏

本
の
華
夷
譚
語
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
は
梢
々
疑
問
が
あ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

　

さ
て
回
回
館
詳
語
に
見
え
る
外
國
語
帥
ち
回
回
語
は
新
ペ
ル

シ
ャ
語
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
め
語
を
以
て
す
る
回
回
館
を
通

じ
て
如
何
な
る
國
々
が
、
支
那
朝
廷
と
通
好
し
た
か
、
そ
の
手

懸
り
と
な
る
も
の
は
、
回
回
館
謬
語
中
の
康
文
（
表
文
）
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

る
・
こ
０
表
文
を
整
瑳
し
、
且
つ
大
明
賓
録
そ
の
他
把
よ
っ
て
。
、

明
代
に
於
ぐ
る
東
酉
交
渉
の
賢
態
を
検
討
し
７
見
る
『
回
回

館
を
通
じ
、
新
波
斯
語
で
、
通
好
し
た
國
々
と
七
て
咤
東
酉

。
ト
ル
キ
ス
タ
ン
ー
イ
ー
フ
″
諸
地
方
の
み
な
ら
す
、
西
ア
ジ
ヤ
ア

　

フ
リ
カ
乃
至
は
恐
ら
く
欧
洲
ｏ
國
々
を
畢
げ
る
こ
と
が
出
来
、

　

南
ア
ジ
ヤ
の
諸
國
０
一
哉
も
こ
れ
吟
よ
口
た
と
思
は
れ
る
澄
抹

　

ヽ
が
あ
る
。
か
や
う
な
次
第
で
、
四
夷
（
譚
）
館
中
、
た
'
i
A
濁
り

回
回
館
ｉ
忿
Ｉ

　

一
’
民
族
一
國
案
に
限
定
さ
れ
挙
、
極
め
て
炭

汎
な
國
際
的
役
割
を
有
し
て
居
り
、
新
ペ
ル
シ
ャ
語
印
ち
イ
デ

ｙ
文
化
の
傅
統
坏
依
然
と
し
ｔ
東
乱
交
渉
上
重
要
な
地
位
を
占

め
た
こ
と
が
判
る
。
（
以
上
０
詳
細
卜
近
く
東
洋
學
報
に
腰
表
す

る
拙
稿
「
回
回
館
謬
語
４
　
憚
」
に
就
い
て
見
ら
れ
た
い
。
）

清
朝
・
李
朝
の
王
族
と
天
主
教
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
赤
木
仁
丘
ハ
衛

　

清
朝
の
王
族
。
と
天
主
教
の
開
係
は
入
偏
貞
後
の
順
治
帝
か
ら

始
ま
り
が
。
同
帝
は
宣
教
師
０
天
文
に
開
す
る
知
識
を
尊
重
し

た
に
止
り
ヽ
天
主
教
其
物
に
對
す
る
認
識
は
な
か
っ
た
。
康
隆

　
　

一

　

゛

　
　
　

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
｀

帝
は
。
教
理
に
對
す
る
相
富
の
理
解
を
有
し
、
宣
教
師
達
を
優
遇

は
し
た
が
ヽ
’
現
貧
主
義
者
の
彼
は
こ
れ
に
對
し
信
仰
を
持
つ
と

い
ふ
事
は
な
か
づ
た
。
雍
正
帝
は
こ
れ
と
異
り
、
佛
・
道
教
を

信
仰
し
、
天
主
教
に
は
非
常
に
冷
淡
な
態
度
を
探
っ
だ
。
篤
に

地
方
に
迫
害
が
瀕
良
し
、
布
教
は
禁
止
零
れ
る
に
至
っ
た
。
乾

隆
帝
は
西
洋
學
術
に
對
す
る
趣
味
は
康
煕
帝
に
劣
ら
す
、
在
廷

宣
教
師
０
學
識
を
極
端
に
利
用
し
た
が
、
教
理
を
理
解
す
る
、
と

か
布
教
を
許
す
と
か
の
心
は
な
か
っ
た
。
（
以
下
″
の
諸
帝
は
省
略

す
る
。
）

　
　
　
　

づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
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討

　

李
緬
胤
於
て
は
天
主
教
は
一
部
儒
者
０
手
に
よ
り
秘
密
に
學

　
　

修
道
に
大
な
る
妨
げ
と
な
っ
た
０
で
あ
る

問
の
形
式
に
よ
り
喩
入
さ
れ
た
篤
、
常
時
の
王
た
る
正
阻
以
後

の
諸
王
は
教
理
を
認
識
す
る
事
な
べ
、
宗
主
國
支
那
に
於
い
て

邪
教
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
ゐ
る
以
上
、
全
面
的
に
禁
止
の
方
針

を
以
て
臨
み
、
こ
れ
に
宮
季
０
問
題
が
加
は
っ
た
り
し
て
屡
々

大
迫
害
が
勃
硬
し
た
。
唯
大
院
君
は
他
の
諸
王
に
較
べ
る
と
ぷ

少
天
主
教
に
對
し
て
交
渉
を
持
っ
て
ゐ
た
が
、
種
々
０
國
際
的

状
勢
０
鍵
化
か
ら
迫
害
を
行
ふ
に
至
っ
て
ゐ
る
。

　

以
上
清
・
李
雨
朝
の
王
族
の
天
主
教
に
討
す
る
態
度
を
比
較

す
る
と
、
宣
教
師
が
始
め
か
ら
帝
王
に
謳
し
て
布
教
の
許
可
を

願
っ
た
支
那
に
比
し
、
學
術
と
し
て
秘
密
に
而
も
宗
王
國
た
る

清
朝
に
於
い
て
邪
教
と
し
て
禁
止
さ
れ
た
後
に
流
入
し
た
李
朝

の
王
族
が
、
こ
れ
に
對
し
大
な
る
理
解
を
持
ち
得
な
か
っ
た
事

は
鴬
然
で
あ
ら
う
。
一
方
宣
教
師
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
一
國

の
元
首
の
入
信
は
彼
等
の
最
大
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
一
部
の

王
族
の
入
信
は
あ
っ
て
も
八
帝
王
は
こ
れ
を
信
す
る
と
い
ふ
事

は
な
か
っ
た
の
で
、
彼
等
の
目
的
は
成
功
し
得
な
か
っ
た
と
思

は
れ
る
。
彼
等
の
努
力
は
清
朝
０
帝
王
に
存
分
に
利
用
さ
れ
た

に
止
『
り
、
。
彼
等
は
典
鵬
問
題
に
よ
り
自
ら
破
綻
を
招
き
、
支
那

０
舞
査
よ
り
退
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
み
か
、
朝
鮮
へ
の

　
　

唐
初
の
名
族
太
原
王
氏
世
系
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
屋
美
都
雄

支
那
家
族
制
度
の
史
的
焚
遷
を
具
１
　
的
。
に
あ
と
づ
け
る
方
法

と
し
て
、
私
は
唐
初
０
名
族
太
原
王
氏
の
族
的
勢
力
の
盛
衰
を

観
察
す
る
こ
と
ゝ
し
た
。
太
原
王
氏
は
新
唐
書
柳
冲
轄
に
見
え

る
や
う
に
博
陵
の
崔
氏
、
よ
氾
陽
の
蘆
氏
等
と
並
ん
で
店
代
に
於

け
る
代
衣
的
な
氏
族
で
あ
る
か
ら
吏
づ
之
れ
を
捉
へ
て
み
た
の

で
あ
る
。

　

王
氏
の
系
統
は
新
唐
書
宰
相
世
系
表
に
よ
る
と
大
別
し
て
三

つ
あ
り
、
一
は
玖
堺
王
氏
、
と
は
大
原
王
氏
、
三
は
京
兆
王
氏

と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
太
原
王
氏
は
更
に
一
細
別
し
て
（
イ
）
大
房

（
こ
第
二
房
（
ハ
）
河
東
（
こ
鳥
丸
（
冰
）
烏
丸
王
元
政

の
系
統
（
へ
）
中
山
（
ト
）
北
魏
扮
州
刺
史
王
浦
の
子
王
大
漣

の
系
統
の
六
つ
を
数
へ
う
る
。

　

し
か
し
乍
ら
、
新
唐
書
の
記
載
に
‘
は
幾
多
の
脱
漏
、
誤
謬
が

あ
る
の
で
、
私
は
右
の
諸
系
統
の
肆
々
に
つ
き
碑
文
、
正
史
列

像
等
を
用
ひ
て
批
判
を
行
っ
た
と
こ
ろ
次
の
結
論
に
達
し
た
。
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七
）
貨
車
、
中
仙
二
系
統
を
太
原
王
氏
と
し
。
て
扱
ふ
こ
と
ｆ
’

は
可
成
り
危
瞼
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
河
東
王
氏
は
追
奪
王
氏

と
通
譜
し
た
痕
跡
が
あ
り
、
叉
古
今
姓
氏
書
辨
謎
に
毛
瓊
那
の

出
な
り
と
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
中
山
王
氏
は
代
々
甘
蕭
省
方
面

に
住
ま
っ
て
居
り
、
大
原
に
居
つ
た
と
い
ふ
の
は
輩
な
る
傅
承

以
上
比
出
な
い
ら
し
。
い
か
ら
で
・
あ
る
。

　
　
　
　
　

ダ

　

（
二
）

　

大
房
、
第
二
房
は
夫
々
狭
義
の
太
原
王
氏
の
王
瓊
の

生
ん
だ
王
巡
業
、
王
辰
業
兄
弟
よ
り
出
で
た
こ
■
Ｍ
が
判
る
が
、

巡
業
、
農
業
の
弟
延
業
、
季
和
よ
り
出
た
第
三
房
、
－
第
四
房
の

系
統
は
世
系
表
で
は
明
示
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
然
る
に
白
氏
長
慶

集
所
晩
の
王
恕
碑
に
。
よ
っ
て
前
記
ト
の
王
大
瑳
の
系
統
が
第
三

房
或
は
第
四
房
に
富
る
こ
と
が
明
か
に
な
る
。

　
　
　
　

ト

　

谷
二
）

　

烏
丸
王
元
政
の
系
統
は
劉
夢
得
文
集
所
収
ｏ
代
郡
開

國
公
王
£
先
廟
碑
に
よ
っ
て
、
烏
丸
王
氏
０
主
流
と
も
っ
と
緊
丿

密
に
結
び
つ
く
こ
と
が
判
る
。

　

（
四
）

　

大
原
王
氏
の
世
系
は
世
系
表
で
は
周
密
王
大
子
音
ま

で
湖
る
こ
と
忙
な
っ
て
ゐ
る
が
、
確
賓
た
る
史
料
に
よ
っ
て
漸

り
う
ｋ
?
限
度
は
後
漢
末
の
王
滓
、
王
柔
の
鰹
ま
で
ミ
そ
れ
以

上
は
疑
問
で
あ
る
。
従
っ
て
狭
義
の
太
原
王
氏
と
、
尨
大
王
氏

と
は
後
漢
初
期
０
王
覇
を
共
に
岨
先
と
仰
ぐ
こ
差
に
よ
っ
て
互

ひ
に
結
び
つ
い
て
は
ゐ
る
懸
こ
の
結
び
つ
き
は
今
し
も
信
す

る
に
足
り
な
い
。

　
　
　
　

ト

　

（
五
）

　

太
原
王
氏
の
。
湖
源
は
た
か
ぐ
後
漢
末
に
止
ま
る
Ｉ
。

叉
そ
の
家
系
が
頗
る
増
加
し
た
の
は
北
魏
頃
。
０
こ
と
ら
し
く
思
。

は
れ
K
8
°

　

フ

　

。
。

　

以
上
戸
外
に
世
系
表
に
洩
れ
て
ゐ
’
る
人
名
を
柿
ふ
餓
Ｊ
一
Ｊ
頗

る
多
い
し
、
叉
右
に
述
べ
た
大
原
王
氏
世
系
よ
り
友
た
る
結
論
・

が
他
０
名
族
に
も
共
通
す
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
も
が

ほ
研
究
し
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
・
併
し
も
０
鮎
は
凡
て
後
考
に

　
　

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
　

Ｉ
Ｉ

委
ね
今
は
王
氏
世
系
の
系
譜
學
的
瞼
討
の
み
に
止
め
て
お
く
。

　
　

清
朝
時
代
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　

黒
龍
江
噂
の
開
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド

　
　
　

北

　

山

　

康
。
夫

　

清
朝
時
代
満
洲
は
北
支
よ
り
す
る
移
住
民
の
歴
史
的
な
る
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

　
　

～
。

　
　
　
　
　
　
　

メ

移
動
に
４
つ
て
そ
。
’
の
地
理
的
景
観
を
全
く
一
愛
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
が
、
殊
柘
そ
の
最
北
部
に
位
置
す
ゐ
黒
龍
江
省
に
於

て
は
、
そ
の
便
化
は
揃
著
で
あ
り
急
激
で
あ
っ
た
。
’

　

元
来
黒
龍
江
省
は
清
初
建
呼
爾
や
索
倫
等
の
民
族
が
原
始
的
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訪

な
ら
生
活
を
管
ん
で
居
つ
が
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
康
煕
二
十
年

代
露
酉
亜
と
の
戦
乎
が
始
ま
る
や
、
康
煕
帝
は
曖
琲
・
墨
爾
根
・

斉
々
吟
爾
等
び
地
に
城
郭
を
築
き
ヽ
軍
陳
を
駐
屯
せ
し
め
ヽ
更

に
緩
渾
よ
り
１
　
爾
根
・
斉
々
吟
爾
を
経
て
吉
林
に
至
る
騨
姉
を

設
け
た
ｘ
め
、
南
海
地
方
と
の
交
通
が
頻
繁
と
な
り
ご

江
・
撒
江
・
黒
龍
江
の
水
運
が
盛
に
利
用
せ
ら
る
Ｘ
こ
と
ｘ
た

っ
た
。
こ
～
に
は
じ
あ
て
こ
の
地
方
が
開
疲
の
黎
明
期
を
迎
へ

た
わ
け
で
あ
名
。

　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　

ｒ
・

　

然
し
な
が
ら
こ
の
時
代
に
於
け
る
こ
の
地
方
０
住
民
は
多
く

は
軍
人
又
は
流
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
伺
狸
も
遅
々
と
し
て
進
展

し
な
か
っ
た
。
然
る
に
戌
豊
時
代
に
至
る
や
。
既
に
飽
和
勁
に

述
し
た
宵
林
省
０
移
住
民
は
洞
々
と
し
て
松
花
江
を
渡
っ
ズ
呼

蘭
平
野
に
殺
到
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
移
住
民
は
最

初
は
着
０
み
着
９

を
経
る
と
共
に
そ
の
生
活
も
漸
く
安
定
し
、
同
治
を
縮
て
光
緒

に
入
る
と
共
に
本
格
的
た
る
開
疲
が
行
は
れ
る
や
う
に
な
り
、

そ
れ
と
共
に
支
那
文
化
も
洪
水
の
如
く
輸
入
せ
ら
れ
、
そ
の
生

活
様
式
も
支
那
色
に
塗
４
：
＼
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
『

又
従
原
こ
の
地
方
で
は
公
文
は
全
て
清
文
で
行
は
れ
て
ゐ
た
Ｏ

が
、
同
治
以
後
に
な
る
と
清
文
と
漢
文
が
併
用
さ
れ
る
や
う
に

な
り
、
光
緒
中
葉
以
後
は
清
文
は
全
く
用
ひ
ら
れ
な
い
や
う
に

な
っ
た
Ｊ
従
来
の
満
洲
的
色
彩
は
こ
Ｘ
に
全
く
そ
の
姿
を
浸
し

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　

世
論
新
語
に
現
れ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

個
性
に
つ
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

　

上

　

嘉

　

賓

　

世
況
の
文
章
は
著
し
い
特
色
を
有
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
中
に

現
れ
来
る
人
物
も
亦
、
各
々
個
性
を
以
て
躍
動
し
。
て
ゐ
る
様
が

窺
ぽ
れ
る
。
人
の
容
貌
・
性
格
に
つ
い
て
の
観
察
は
鋭
く
な
つ
‘

て
を
り
、
顧
喧
之
の
肖
像
書
、
が
眼
時
に
重
鮎
を
な
い
妙
、
背
景

や
形
０
　
上
に
も
個
性
を
生
か
す
こ
と
に
苦
心
し
た
話
な
ら
」
記

さ
れ
て
ゐ
る
　
０
殊
に
女
人
の
姿
が
種
々
に
描
か
れ
て
ゐ
る
事
は

注
意
を
ひ
く
。
凡
そ
個
性
は
古
い
傅
続
か
ら
離
れ
る
所
に
進
展

す
る
。
世
説
に
現
れ
た
魏
晋
の
時
代
は
正
に
こ
の
過
渡
期
で
あ

　

斉
々
吟
爾
に
於
て
は
従
来
住
宅
と
い
へ
ば
子
房
と
い
ふ
土
を

　
　

つ
た
。
北
方
民
族
の
侵
入
と
佛
駈
の
流
入
は
、
こ
ｘ
に
異
な
る

以
て
雀
い
衰
寂
で
恚
っ
だ
　
０
が
散
々
瓦
葺
に
愛
夕
て
１
　
者
、

　

ご
も
の
へ
ｏ
對
立
を
薗
じ
て
白
戸
】
を
我
見
し
、
人
々
が
不
安
動
葺
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０
危
磯
に
直
面
し
た
こ
I
＜
J
は
、
誕
の
奎
貌
を
現
す
に
よ
き
機
會

と
な
っ
た
。
老
荘
及
び
佛
教
の
流
行
ぼ
、
人
を
し
て
深
く
内
省

す
る
こ
と
を
数
へ
、
形
而
上
的
に
普
遍
的
な
る
も
９
へ
の
到
達

は
、
同
時
に
個
０
差
別
を
自
党
。
せ
し
＆
ヽ
清
談
が
論
理
を
Ｉ
闘
し

た
こ
と
も
亦
、
知
識
を
通
じ
て
個
の
立
場
を
明
か
犀
し
た
。
叉

魏
晋
心
世
が
満
代
の
鎗
教
的
形
定
性
を
旋
し
感
荷
を
鈴
敗
し
た

こ
と
も
、
一
般
に
個
性
の
自
由
な
る
出
現
を
招
来
し
た
。
。
更
に
。

九
品
中
正
に
よ
力
人
物
批
評
が
盛
ん
と
な
り
ヽ
人
靫
を
蒼
位
的

等
級
両
分
類
し
た
こ
と
は
、
。
比
較
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
相
互
の

’
個
性
を
硬
見
す
る
と
い
ふ
風
習
を
呼
び
起
し
た
。
し
か
し
常
時

の
祀
會
が
貴
族
を
中
心
と
し
、
人
物
の
蒼
位
は
巌
重
な
る
家
格

奪
卑
の
次
第
に
よ
り
左
右
さ
れ
し
こ
と
は
、
人
間
を
』
一
種
の
類

型
の
中
に
あ
に
は
め
唸
も
心
ｒ
あ
り
、
澗
性
の
全
面
的
解
放
を

妨
げ
た
。
し
か
し
こ
の
類
型
は
、
既
に
解
放
さ
れ
た
る
個
性
Ｏ

形
式
化
で
は
な
く
し
。
て
、
未
だ
自
発
さ
れ
な
い
個
性
が
そ
の
匯

展
の
過
程
に
お
い
て
営
然
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
型
で
あ
っ

た
。
か
く
思
想
よ
示
教
・
感
情
の
上
に
お
い
て
は
深
ま
り
っ
Ｖ

政
治
的
祀
會
的
に
は
な
ほ
巌
重
な
る
制
約
の
下
に
立
っ
て
ゐ
た

の
が
常
時
の
個
性
で
、
こ
の
勁
中
世
的
な
る
所
以
の
も
の
を
も

っ
て
ゐ
た
。

競

　

渡
‘
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
山

　

本

　

建

　

郎

　

支
那
に
於
て
は
古
く
か
ら
一
種
の
年
中
行
事
と
し
て
の
競
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ

　

（
卯
も
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
）
に
開
す
ゐ
記
録
が
傅
に
っ
て
ゐ
る
が
、

そ
れ
が
盛
ん
に
行
は
れ
た
場
所
は
主
と
し
て
揚
子
江
流
域
及
び

そ
れ
以
南
の
地
方
で
あ
る
。
競
波
は
支
那
Ｑ
み
な
ら
す
安
南
に

於
て
も
ラ
オ
又
に
於
で
も
カ
ム
ボ
ヂ
ヤ
に
於
て
も
タ
イ
國
に
於

て
も
行
は
れ
た
０
で
あ
っ
て
、
是
等
の
諸
國
に
於
て
は
大
屋
此

於
て
國
家
的
な
祭
鐙
と
な
っ
て
ゐ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
更
に
競

渡
ぱ
ビ
ル
ｙ
に
於
て
も
ベ
ン
ガ
ル
州
０
各
地
に
於
て
も
行
は
れ

了
７
　
イ
地
方
に
も
若
干
そ
の
例
が
あ
る
。
支
那
よ
り
東
の
方
９

於
ｔ
も
毫
溥
・
琉
球
・
長
崎
で
そ
れ
が
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

っ
て
。
其
０
他
０
日
本
内
地
０
祭
腺
の
中
に
■
ｔ
Ｓ
>
同
じ
系
統
に
属

ず
る
競
政
を
認
め
る
事
が
出
来
る
。
此
０
様
に
東
南
ア
ジ
ヤ
弗

於
て
廣
く
年
中
行
事
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
競
波
は
、
同
一
起

原
の
も
の
と
み
て
誤
な
い
。
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　

。
‘

　

競
渡
は
本
来
は
際
穏
と
し
て
雨
ど
の
色
彩
が
甚
だ
張
く
ヽ
ぞ

農
耕
的
な
豊
饒
を
斬
る
意
味
を
も
持
っ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
安
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碧-

南
に
於
て
は
最
も
明
躍
に
雨
乞
の
行
事
と
し
て
現
れ
て
ゐ
る
。

競
波
に
は
時
々
祓
Ｑ
意
味
が
あ
り
、
又
時
’
水
ｐ
祁
に
對
し
ｔ

捧
物
を
す
る
儀
式
が
附
隨
し
て
ゐ
る
こ
と
が
画
る
。
競
波
’
用
・

ひ
る
舟
は
甚
だ
細
長
い
特
別
な
舟
で
副
舟
と
か
祠
㈲
船
と
か
搦

せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
勢
０
人
が
僥
を
用
ぴ
て
漕
ぐ
の
で

あ
る
が
、
或
は
そ
れ
は
元
米
は
水
の
精
た
る
龍
紳
の
姿
を
真
似

た
も
の
で
、
そ
の
競
漕
は
水
０
紳
の
祭
で
あ
る
と
共
に
雨
と
豊

饒
と
を
資
す
べ
き
呪
術
で
あ
っ
た
の
で
か
な
か
ら
う
か
。

　
　
　

自
害
民
族
に
開
す
る
一
疑
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山

　

本

　
　
　

守

　

自
省
民
族
に
開
し
て
は
、
白
鳥
博
士
が
史
墨
雑
誌
上
に
於
．
い

て
、
島
田
好
氏
が
満
洲
學
報
に
於
い
て
、
何
れ
も
本
民
族
の
任

地
を
満
洲
に
置
く
の
は
葡
唐
書
の
誤
解
に
出
づ
る
も
９
に
て
、

省
と
混
同
せ
る
も
の
な
る
こ
と
を
力
説
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

康
徳
七
年
魚
河
省
喀
喇
沁
右
旗
和
楽
村
西
山
甲
張
家
誓
子
よ
り

出
土
し
た
る
「
大
契
丹
故
朝
散
大
夫
守
少
府
少
監
知
上
京
囃
蹴

剛
使
飛
騎
尉
借
紫
鄭
君
墓
誌
銘
」
‐
に
二

　

秉
債
務
鷹
翁
昔
１
　
濯
人
…
…
ぷ
大
昔
八
年
八
月
士
一
百
暴

疾
卒
于
公
署
。
春
秋
五
十
七
’
以
其
年
十
月
二
十
四
日
郎
葬
于
自

霧
北
靫
霞
水
北
原
附
先
人
之
墓
次
。
’
…
…

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
く
と
も
澄
代
（
新
唐
書
編
纂
常
時
）

に
は
自
省
た
る
も
め
が
今
の
熱
河
省
内
に
蜜
在
し
た
も
の
で
、

新
唐
書
が
霧
を
白
寿
と
謀
っ
た
と
の
み
は
言
ひ
得
ず
る
も
の
で

あ
る
。
（
詳
細
は
満
洲
學
報
第
八
耽
掲
載
の
仮
定
）

　
　
　

不
空
三
蔵
の
天
竺
渡
航
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
特
に
付
法
傅
の
史
料
的
價
値
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戻

　

部
’
和

　

雄

　

不
空
三
喊
の
天
竺
印
ち
獅
子
國
渡
航
に
開
し
て
は
今
日
迄
學

者
０
注
意
を
牽
く
所
包
な
っ
て
ゐ
た
い
。
何
故
な
ら
ば
彼
に
は

旅
行
記
な
く
、
隨
っ
て
之
に
就
い
て
歴
史
的
研
究
を
企
て
る
こ

と
不
可
能
な
篤
め
で
あ
ら
う
。
然
る
に
茲
に
私
か
敢
へ
て
向
題

と
す
る
所
は
、
三
蔵
の
廣
州
獲
航
の
時
期
に
就
い
て
支
那
史
傅

の
殆
ん
ど
全
部
が
誤
っ
て
ゐ
る
鮎
に
あ
る
。
今
共
の
精
数
を
阜

げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
、
レ
金
剛
智
三
截
の
遺
命
に
依
り
救
許

を
挨
っ
て
壮
途
に
登
っ
た
一
の
で
あ
る
か
ら
、
玄
宗
の
開
元
二
十

九
年
秋
以
後
で
あ
る
。
此
の
時
期
を
正
し
く
傅
へ
た
史
憐
陰
、
｀

支
那
祀
於
て
雌
『
朱
高
管
侑
』
あ
’
る
０
み
、
我
掴
に
於
て
陰
賓
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に
弘
法
大
師
０
『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
傅
』
な
０
で
あ
る
。
更

に
拓
し
く
云
へ
ば
唐
Ｑ
飛
錫
撰
の
碑
銘
及
趙
遷
の
『
不
秀
二
瓶

行
状
卜
に
依
れ
ば
影
塔
成
っ
て
後
師
子
國
に
使
し
た
０
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　

一

て
。
共
ｏ
時
期
ぽ
『
金
剛
智
三
蔵
塔
銘
』
に
天
賓
二
年
二
月
一
Ｊ

十
七
日
と
見
え
七
ゐ
る
。
故
に
不
惑
三
蔵
の
廣
州
醍
航
も
・
天
賓

二
年
二
月
二
十
七
日
以
後
で
な
く
て
は
な
ら
た
い
。
而
し
て
恒

１
　
風
ｏ
開
係
を
考
慮
に
入
れ
る
と
正
し
く
天
賓
、
二
年
二
月
二
１
　

七
日
直
後
で
あ
ら
夕
と
想
像
さ
れ
る
。
兎
も
角
金
剛
智
三
蔵
の

’
示
寂
と
之
に
引
紺
き
不
誉
二
瓶
が
遺
命
に
依
圧
詔
を
着
し
て
獅

子
國
に
向
ひ
し
年
次
を
正
瞳
に
傅
へ
後
世
の
賀
言
博
記
類
の
指

　
　
　
　
　
　
　
　

１

針
と
な
っ
た
の
が
『
怯
法
傅
』
で
あ
る
。
猶
此
の
橋
概
に
云
ひ

査
せ
な
い
所
は
、
高
野
山
大
學
密
教
研
究
會
編
輯
密
教
研
究
』

第
八
十
三
覗
（
昭
和
十
七
年
十
二
月
刊
）

　

を
１
　
照
さ
れ
度
い
。
、

清
廷
薩
満
教
の
祭
紳
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
以
智
篤

　
　

清
朝
宮
廷
薩
旛
敦
０
祭
御
中
、
皇
后
の
正
尨
・
坤
事
宮
内
の

入
祁
と
宮
外
で
祀
る
天
と
が
主
。
要
祭
榊
で
、
堂
子
の
三
脚
は
遺

ｙ
物
の
’
保
存
に
過
ぎ
た
い
。
坤
寧
宮
六
御
中
、
仰
迦
牟
尼
佛
・
観

世
言
菩
薩
・
開
帝
の
三
祁
は
首
座
た
る
西
坑
上
で
毎
朝
祭
祀
さ

れ
、
穆
鯉
字
・
霊
像
祁
・
蒙
古
紳
の
三
和
は
夫
に
亜
ぐ
北
坑
上

心

　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　

１

で
毎
夕
祭
祀
さ
れ
る
。
現
代
心
満
洲
薩
海
教
抜
優
雑
多
様
で
あ

る
が
、
家
巫
と
職
巫
と
に
大
別
さ
れ
、
家
巫
は
主
婦
等
が
自
家

　
　

！

　
　
　
　
　

ｆ

　

・

　
　
　
　
　
　
　
　

χ

の
正
室
で
岨
重
４
　
板
予
を
祭
祀
す
る
。
宮
廷
薩
満
教

　

祠
場
’
・

祭
主
・
儀
徳
な
ど
家
巫
恚
全
く
一
致
し
、
祭
榊
は
祁
板
子
と
は

異
る
苛
尿
寧
宮
ｏ
祭
祀
と
宮
外
の
祭
天
と
で
満
洲
薩
海
教
典

鐙
は
具
備
す
る
。
抑
々
北
京
遷
都
以
後
、
開
帝
が
朝
紳
に
１
　
加

す
る
ｏ
は
、
海
洲
薩
海
教
の
特
徴
た
る
９
　
前
牲
猪
省
殺
の
儀
徳

が
殺
生
禁
戒
の
佛
菩
薩
と
は
調
和
し
な
い
訣
陥
補
填
の
篤
で
、

ご
ｏ
神
強
更
新
の
傾
向
は
清
朝
黎
明
期
の
満
蒙
漢
文
化
交
闇
愛

巡
の
大
勢
を
一
貫
し
て
、
嘲
榊
と
タ
祁
ハ
坤
寧
宮
祁
と
堂
子
和

と
の
間
に
も
見
ら
れ
、
畢
竟
堂
子
原
始
祁
０
補
強
策
と
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”

北
方
蒙
古
系
又
は
南
方
漢
族
系
諸
和
を
隨
時
添
加
し
た
も
の
で

あ
る
・
入
開
以
後
、
坤
寧
宮
外
祭
天
制
を
探
っ
て
か
ら
は
、
、
國

初
の
祭
天
殿
た
る
堂
子
は
唯
宮
廷
儀
徳
を
荘
軍
化
す
る
特
操
的

附
帯
物
で
、
そ
の
亭
式
殿
内
の
紐
歓
台
吉
・
武
篤
本
貝
子
二
祁

は
改
奨
以
前
の
、
遺
忘
さ
れ
た
原
始
和
で
あ
る
に
對
し
て
宍
錫

祁
は
其
後
の
新
加
で

　

所
謂
田
苗
祁
虎
は
Ｉ
。
顧
の
價
値
な
く
ヽ

鄙
将
軍
廟
説
は
却
っ
て
再
考
を
要
す
る
。
蓋
、
郵
・
叢
は
語
言
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θ

　

租
似
て
多
分
太
１
　
の
覆
姓
使
用
に
因
ん
だ
黄
肌
祭
祀
で
あ
る

　

Ｉ
。
が
、
共
後
愛
親
氏
と
改
め
、
更
に
長
白
山
天
女
４
　
説
強
調
さ
れ
、

　
　

上
天
印
肌
４
　
説
が
流
布
し
、
最
早
髄
岨
祭
祀
が
許
さ
れ
な
く
夕

　
　

祁
と
交
替
逼
徒
し
た
も
０
で
あ
ら
ゲ
。

　
　

襲
定
貧
の
蒙
古
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
蔵
純
太
郎

　

愧
定
食
の
傅
は
「
清
史
列
傅
」
に
は
谷
七
十
三
文
苑
傅
四
に

爪
自
珍
で
出
て
ゐ
、
「
清
史
陪
」
に
は
列
傅
文
苑
こ
に
龍
京
祚

で
旧
て
ゐ
る
。
諸
種
の
學
を
篤
す
に
志
有
っ
た
か
ら
、
學
史
で

は
諸
派
に
入
載
ら
れ
た
。
張
之
洞
？
「
書
目
答
問
」
で
は
漢
學

専
門
紅
學
家
に
も
史
學
家
に
も
不
立
宗
派
古
文
家
に
も
列
ね

た
。
内
藤
湖
南
先
生
０
「
支
那
學
問
之
近
状
」
で
は
常
州
學
派

公
羊
篆
０
下
に
名
を
掛
け
ら
れ
て
や
る
が
、
章
炳
麟
は
「
祁
。
白

珍
不
可
純
俗
今
文
、
以
共
附
経
于
史
輿
章
學
誠
相
類
、
亦
由
其

外
組
段
氏
二
十
一
族
之
説
、
雅
史
偽
族
ブ
和
具
推
移
也
」
と
云

っ
て
ゐ
る
。
章
氏
の
論
訂
に
嫁
っ
て
支
偉
成
の
「
清
代
挨
學
大

師
列
傅
」
憾
作
史
學
家
列
傅
に
編
入
し
て
了
っ
た
。
生
乎
著
作

等
身
と
云
は
れ
る
が
多
く
怯
し
て
傅
ら
な
り
。
「
四
部
叢
刊
」
所

収
の
文
集
、
國
學
扶
輪
吐
刊
行
０
１
　
集
な
ど
に
て
其
大
略
は
窺

は
れ
る
。
大
著
を
狐
さ
ん
と
し
た
一
は
Ｊ
蒙
古
闘
志
」
で
あ

る
。
自
ら
西
北
爾
塞
外
の
部
落
世
系
風
俗
形
勢
原
流
合
分
に
於

て
は
曾
て
少
し
く
心
力
を
役
し
た
と
云
っ
て
ゐ
る
程
で
、
蒙
古

西
域
０
研
究
に
努
力
し
て
ゐ
た
か
ら
、
「
欽
定
西
域
圖
志
」
に
對

し
て
「
蒙
古
岡
志
」
を
編
纂
せ
ん
と
し
だ
の
で
あ
る
。
惜
む
ら

く
は
彼
を
挙
用
し
た
上
官
程
同
文
が
歿
し
た
の
で
、
孤
學
に
助

け
な
く
し
て
闘
志
は
竟
に
成
ら
す
、
集
中
に
惟
だ
諸
序
及
び
擬

進
上
表
文
を
存
し
て
ゐ
る
が
、
亦
以
て
共
精
博
な
る
を
見
る
に

足
る
も
の
が
あ
る
。
岡
志
編
纂
ｏ
梗
概
は
擬
表
文
で
分
る
じ
ゝ

腿
志
表
序
ｏ
残
存
せ
る
も
の
は
十
あ
っ
て
菖
蓄
の
程
も
推
測
出

来
る
。
集
中
陶
ほ
蒙
古
學
に
開
す
る
文
も
あ
る
。
た
ゞ
彼
の
詩

に
「
手
校
斜
方
百
薬
圖
、
官
書
似
此
古
今
無
、
祇
今
絶
學
員
成

絶
、
冊
府
１
　
涼
六
幕
弧
」
と
味
じ
た
圖
は
見
る
よ
し
も
な
町

常
時
奇
才
を
以
て
並
び
稀
せ
ら
れ
た
魏
源
の
蒙
古
學
は
世
に
喧

韓
さ
れ
て
ゐ
る
に
比
し
寂
寞
た
る
は
痛
ま
し
い
。
梁
啓
超
は

　

「
清
代
學
術
概
論
」
に
於
て
「
綜
自
珍
所
學
、
病
在
不
深
入
、

所
有
思
想
、
僅
引
共
緒
而
止
、
叉
篤
琉
麗
之
斟
所
掩
、
念
不
溶

辿
」
と
評
し
て
ゐ
る
が
、
多
才
卓
識
な
る
彼
の
學
術
は
宍
ほ
後

賢
の
論
定
を
待
っ
で
ゐ
る
と
思
ふ
。
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